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【活動の概要】

目的：病院・在宅・地域が連携し，心不全患者や家族に対する

医療・療養支援の継続と質の向上を図る．

参加者
計28名

第1回 第２回

日 時 7月26日(土)Pm 11月8日（土）Am

テーマ
外来における

心不全患者への看護実践   
がん、心不全、在宅：

あらゆる対象へのACP支援

講 師
慢性心不全看護認定看護師

心不全療養指導士
患者サポートセンター師長

がん看護専門看護師
慢性心不全看護認定看護師

訪問看護師

【アンケート結果と活動の成果】
回答者数：11名/28名中（回収率39.2％）（GoogleFormsによる任意回答）

参加者の所属施設：病院，訪問看護，施設等

参加者の職種構成 参加者の経験年数

18.2%

27.3%

36.4%

18.2%

1-5年

5-10年

15-20年

20年以上

看護職, 81.8%

リハビリスタッフ, 

9.1％

介護支援専門員, 9.1％

参加者からの学びの声

【多職種連携の視点】

他職種との情報交換ができた

【実践への活用】

心不全手帳や在宅療養指導料について
知ることができた

【ケアの振り返り】

自身の関わりを振り返る機会となった

参加者からのアンケートでは、
「興味深さ」「やりがい」「理解度」等
のすべての項目において、「そう思
う」以上の高い評価であった。
本ワークショップは、単なる知識
伝達の場ではなく、同じ悩みを抱
える専門職同士の情報共有や解決
に向かう場とすることができ、支
援の継続と質の向上を図ることが
できた。

11/8⇒
グループワーク
の様子

⇐7/26

グループワーク
発表の様子


	スライド 1: 　　　 心不全療養支援ワークショップ                    責任者：及川　紳代　　　共同者：小嶋　美沙子                                                         令和７年度岩手県立大学看護実践研究センター事業

